
福
井
県
に
お
け
る
郷
土
史
研
究
の
動
向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
成
二
十
二
年
～ 

 
福
井
県
文
書
館
は
平
成
２
１
、
２
２
年
度
の
事
業
で
、
松
平
家
の
「
家
譜
」
２
７
０
冊

の
う
ち
慶
永
（
春
嶽
）
に
関
わ
る
部
分
を
翻
刻
し
５
冊
に
分
け
て
刊
行
、
福
井
県
立
一
乗

谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
で
は
越
前
朝
倉
氏
に
関
す
る
歴
史
史
料
を
４
６
０
余
年
間
に
わ
た

っ
て
網
羅
し
た
『
越
前
・
朝
倉
氏
関
係
年
表
』
を
刊
行
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
幕
末
期
の
福
井

藩
、
越
前
朝
倉
氏
の
研
究
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
基
礎
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
小
浜
市
は

約
１
０
年
前
か
ら
『
若
狭
国
太
良
荘
史
料
集
成
』
編
纂
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
２
３
年
度

に
４
冊
目
を
刊
行
す
る
予
定
。
坂
井
市
で
は
、
市
史
跡
「
豊
原
寺
遺
跡
」
の
白
山
神
社
跡

周
辺
の
発
掘
調
査
を
進
め
て
い
る
。 

ま
た
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
広
く
伝
え
よ
う
と
す
る
地
域
お
こ
し
の
活
動
も
活
発

に
行
わ
れ
、
多
く
の
地
域
で
自
治
体
や
住
民
に
よ
る
地
元
の
歴
史
や
名
所
旧
跡
、
自
然
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
「
ふ
る
さ
と
検
定
」
な
ど
の
取
り
組
み
が

な
さ
れ
た
。 

こ
の
ほ
か
２
２
年
に
刊
行
さ
れ
た
主
な
出
版
物
を
紹
介
し
、
県
内
郷
土
史
研
究
の
動
向

と
し
た
い
。 

 一
、
自
治
体
史
・
地
域
史 

『
福
井
県
の
歴
史
散
歩
』（
山
川
出
版
）
が
約
２
０
年
ぶ
り
に
大
幅
改
訂
さ
れ
た
。
ま

た
、『
福
井
藩
』（
舟
澤
茂
樹
著 

現
代
書
館
）
は
全
国
の
諸
藩
の
歴
史
を
紹
介
す
る
シ
リ

ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
発
行
。
２
７
０
年
に
及
ぶ
福
井
藩
の
歴
史
が
わ
か
り
や
す
く
描
か
れ

て
い
る
。 

市
町
史
で
は
、
合
併
に
よ
る
越
前
市
誕
生
記
念
と
し
て
企
画
さ
れ
た
『
越
前
市
史
』
の

第
一
冊
目
と
し
て
、
明
治
３
年
の
「
武
生
騒
動
」
を
取
り
上
げ
た｢

資
料
編
１
４｣

が
発
刊

さ
れ
た
。
美
浜
町
は
、
歴
史
分
野
（
計
３
巻
）
の
２
冊
目
と
な
る
『
わ
か
さ
美
浜
町
誌  

美

浜
の
歴
史 

第
１
巻
』
を
発
刊
。
町
の
自
然
や
地
域
社
会
の
歴
史
な
ど
幅
広
く
収
録
し
て

い
る
。 

地
区
史
も
多
く
刊
行
さ
れ
た
。
坂
井
市
丸
岡
町
高
椋
地
区
の
「
た
か
む
く
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
は
、『
た
か
む
く
玉
手
箱
』
を
発
刊
。
小
学
校
の
副
読
本
と
し
て
も
使
え
る
よ

う
平
易
な
表
現
や
豊
富
な
写
真
、
資
料
を
用
い
て
い
る
。
同
市
三
国
町
下
西
区
で
は
、『
下

西
物
語
』
を
作
成
。『
富
津
・
開
拓
と
区
の
あ
ゆ
み
』（
市
村
敬
二
）
は
、
終
戦
直
後
に
つ

く
ら
れ
た
開
拓
集
落
で
あ
る
あ
わ
ら
市
富
津
区
の
開
墾
の
苦
難
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
特
産
化

な
ど
の
経
緯
を
ま
と
め
た
労
作
。
福
井
市
で
は
、
文
殊
地
区
の
「
村
の
歴
史
懇
話
会
」
が

会
報
『
温
故
叢
談 

第
６
号
』
を
地
域
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
写
真
を
収
め
た
「
ふ
る
さ

と
文
殊
風
雪
の
１
０
０
年
写
真
号
」
と
し
て
発
刊
、『
我
が
ふ
る
さ
と
上
東
郷
区
誌
』（
上

東
郷
区
誌
編
さ
ん
委
員
会
）
も
発
刊
さ
れ
た
。
永
平
寺
町
で
は
『
湯
谷
区
誌
』（
湯
谷
区
誌

編
纂
委
員
会
、）
勝
山
市
で
は
、
市
広
報
の
連
載
を
ま
と
め
た
『
歴
史
の
散
歩
道
』、
勝
山

市
中
心
部
の
通
り
や
路
地
な
ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
『
ま
ち
な
か
の
古
道
を
歩
く
』（
丸

屋
仁
志
）
が
発
刊
。
大
野
古
文
書
会
は
、
長
期
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で
い
た
幕
末
の
大
野

藩
士
内
山
介
輔
が
書
い
た
『
物
頭
役
勤
方
手
控
』
の
翻
刻
と
解
読
を
ま
と
め
刊
行
し
た
。

鯖
江
市
で
は
、『
中
河
地
区
史
』（
中
河
地
区
史
編
纂
委
員
会
）
が
発
刊
。
同
地
区
の
地
理
・

自
然
、
原
始
か
ら
現
代
ま
で
の
通
史
を
体
系
化
し
た
１
０
０
０
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
大
作
で

あ
る
。
越
前
市
で
は
、『
小
丸
城
跡
考
』（
笠
嶋
怜
史
）
が
発
刊
。 

嶺
南
地
域
で
は
、
地
区
の
自
然
か
ら
伝
承
ま
で
幅
広
い
分
野
を
網
羅
し
た
『
小
浜
市
遠

敷
郷
土
誌
』（
遠
敷
郷
土
誌
編
纂
委
員
会
編 

遠
敷
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
会
）、
若

狭
町
の
『
大
鳥
羽
史
』（
大
鳥
羽
史
編
纂
委
員
会
編 

大
鳥
羽
会
館
）
が
発
刊
さ
れ
た
。 

 ニ
、
史
跡
調
査
報
告
書 

 

県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
は
第
５
１
・
５
２
次
調
査
の
報
告
書
『
特
別
史
跡
一

乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
発
掘
調
査
報
告 

１
０
』
を
刊
行
。
鯖
江
市
教
育
委
員
会
は
昨
年
に
続

き
考
古
学
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
記
録
集
『
方
形
周
溝
墓
の
埋
葬
原
理 

２
』
を
発
刊
。
小
浜



市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
１
８
年
度
か
ら
２
１
年
度
に
現
地
調
査
を
し
た
若
狭
神
宮
寺
遺

跡
・
武
田
氏
館
跡
関
連
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
『
小
浜
市
重
要
遺
跡
確
認
調
査
報
告
書 

３
』、
敦
賀
市
教
育
委
員
会
は
『
大
町
田
遺
跡  

中
郷
公
民
館
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
報
告
』
を
発
刊
し
た
。 

 

三
、
人
物 

子
ど
も
た
ち
が
わ
か
り
や
す
く
学
べ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
出
版
物
が
相
次
い
だ
。
県

立
こ
ど
も
歴
史
文
化
館
で
は
、
県
ゆ
か
り
の
偉
人
を
紹
介
す
る
「
こ
れ
き
人
物
シ
リ
ー
ズ
」

を
年
１
冊
の
ペ
ー
ス
で
発
刊
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
『
杉
田
玄
白
』
を
発

刊
。
鯖
江
市
教
育
委
員
会
は
、
鯖
江
ゆ
か
り
の
人
物
３
３
人
を
選
定
し
、
そ
の
う
ち
の
１

６
人
を
掲
載
し
た
『
さ
ば
え
人
物
も
の
が
た
り  

上
巻
』
を
発
刊
、
福
井
市
橘
曙
覧
記
念

文
学
館
で
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
わ
た
し
が
橘
曙
覧
で
す
』
を
作
成
、
大
野
市
は
金
森
長
近
、

土
井
利
忠
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
資
料
を
作
成
し
市
内
小
学
校
に
配
布
し
た
。 

ま
た
、『
新
田
義
貞
公
と
時
衆
・
称
念
寺
』（
高
尾
察
誠
著 

称
念
寺
）、
歴
史
講
座
講

演
録
『
由
利
公
正
と
福
井
藩
』（
福
井
市
の
歴
史
の
み
え
る
ま
ち
づ
く
り
協
会
）、『
食
育
の

祖 

石
塚
左
玄
物
語
』（
岩
佐
勢
市
著 

正
食
出
版
）
な
ど
が
発
刊
さ
れ
た
。 

 四
、
各
分
野
団
体
史 

学
校
史
で
は
、『
し
い
の
み 

鯖
江
市
北
中
山
小
学
校
創
立
１
０
０
周
年
記
念
誌
』、
越

前
市
の
『
山
干
飯 

白
山
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
』、
小
浜
市
内
外
海
小
学
校
『
夢
に

挑
戦
！
創
立
２
０
周
年
の
あ
ゆ
み
』
が
発
刊
。
ま
た
、
平
成
２
２
年
３
月
に
閉
校
、
休
校

し
た
学
校
の
記
念
誌
と
し
て
大
野
市
森
目
小
学
校
『
１
３
７
年
の
歩
み
閉
校
記
念
誌
』、
坂

井
市
の
竹
田
小
学
校
、
丸
岡
中
学
校
竹
田
分
校
『
竹
田
の
学
校
記
念
誌
』
が
発
行
さ
れ
た
。 

団
体
史
と
し
て
は
、『
新
田
塚
幼
稚
園
四
十
周
年
記
念
誌
』、『
福
井
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

六
十
年
史
』、
福
井
市
啓
蒙
公
民
館
創
立
６
０
周
年
記
念
誌
『
蒙
を
啓
く 

Ⅱ
』、
池
田
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
『
五
周
年
記
念
誌
』、『
福
井
県
壮
年
団
３
５
年
の
歩
み
』、
福
井
県
遺

族
連
合
会
設
立
６
０
周
年
記
念
誌
『
平
和
の
あ
ゆ
み
』
敦
賀
市
文
化
協
会
『
５
０
年
の
あ

ゆ
み
』、
福
井
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
激
動
の
２
０
年
』、『
福
井
県
商
工
会
５
０

年
史
』、
南
越
法
人
会
『
５
０
年
の
あ
ゆ
み
』。
ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
、『
越
前
市
体
操
協
会

創
立
５
０
周
年
記
念
誌
』、
福
井
県
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
協
会
創
立
１
０
周
年
記
念
『
福
井

の
ラ
ー
ジ
二
十
二
年
の
あ
ゆ
み
』、
福
井
山
岳
会
の
創
立
７
０
周
年
記
念
号
と
し
て
会
誌

『
黒
百
合 

４
６
号
』、
武
生
山
岳
会
『
五
十
年
の
歩
み
』
な
ど
が
発
刊
。 

 五
、
民
俗
・
文
化
財 

民
俗
関
係
で
は
、
美
浜
町
の
民
俗
を
テ
ー
マ
に
年
１
回
刊
行
し
て
い
る
「
美
浜
文
化
叢

書
」
の
５
冊
目
と
し
て
『
わ
か
さ
美
浜
民
俗
誌
』（
美
浜
文
化
叢
書
刊
行
会
）
が
発
刊
さ
れ

た
。町
民
が
書
き
綴
っ
た
も
の
を
ま
と
め
た
庶
民
の
視
点
か
ら
の
民
俗
誌
と
な
っ
て
い
る
。

『
神
と
紙
の
郷
・
祭
り
の
心
』（
第
三
十
九
回
式
年
大
祭
実
行
委
員
会
）
は
平
成
２
１
年
５

月
に
開
か
れ
た
越
前
市
大
滝
の
岡
太
神
社
・
大
瀧
神
社
の
式
年
大
祭
の
記
録
誌
。
式
年
大

祭
と
ご
開
帳
の
様
子
を
映
像
に
収
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
作
ら
れ
、
共
に
後
世
に
伝
え
る
貴
重
な

記
録
と
な
っ
て
い
る
。
池
田
町
で
は
、「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」
か
ら
１
年
間
派
遣
さ
れ

た
著
者
が
町
内
の
高
齢
者
か
ら
民
話
を
聞
き
取
り
し
た『
池
田
町
民
話
集
』（
徳
谷
健
著 

池

田
町
）
が
発
刊
。
ま
た
、
祝
い
歌
の
復
興
に
取
り
組
む
「
慶
祝
謡
ク
ラ
ブ
」
が
「
池
田
祝

い
謡
」
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
収
録
し
た
設
立
五
周
年
記
念
誌
を
発
刊
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

映
像
資
料
と
し
て
、
ふ
く
い
伝
統
文
化
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会
が
粟
田
部
の
蓬
莱
祀
な

ど
４
件
の
越
前
の
正
月
・
小
正
月
行
事
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
発
行
し
た
。 

神
社
関
係
で
は
、
坂
井
市
の
鳴
鹿
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
『
鳴
鹿
地
区
神
社
集
落

の
由
来
と
言
伝
え
』
を
、
越
前
町
織
田
の
劔
神
社
は
、『
越
前
国
二
の
宮
劔
神
社
の
歴
史
』

（
水
島
通
夫
編 

劔
神
社
）
を
発
刊
し
た
。 

あ
わ
ら
市
教
育
委
員
会
は
、
旧
金
津
、
芦
原
両
町
の
全
文
化
財
を
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介

し
た
『
あ
わ
ら
市
の
文
化
財
』
を
発
行
し
た
。 

 



六
、
自
然
・
工
業
・
産
業 

『
福
井
県
地
質
図
』（
福
井
県
地
質
図
改
訂
委
員
会
編 

福
井
県
建
設
技
術
公
社
）
が

４
１
年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
た
。
県
内
地
質
関
係
者
ら
が
改
訂
作
業
を
進
め
、
旧
版
で
調
査

が
不
十
分
だ
っ
た
地
域
を
す
べ
て
現
地
調
査
し
県
全
域
を
網
羅
す
る
と
と
も
に
最
新
の
研

究
成
果
を
加
え
、
地
質
図
を
電
子
デ
ー
タ
で
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
付
け
た
。
福
井
市
自
然

史
博
物
館
は
、
同
館
の
特
別
展
に
あ
わ
せ
て
『
福
井
の
淡
水
魚
図
鑑
』
を
作
成
。
県
内
の

川
や
湖
に
す
む
淡
水
魚
の
写
真
や
生
態
や
生
息
地
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

小
浜
市
教
育
委
員
会
は
『
天
然
記
念
物
蒼
島
暖
地
性
植
物
群
落
保
存
管
理
計
画
策
定
報
告

書
』
を
発
刊
。
敦
賀
市
池
河
内
湿
原
を
２
０
年
間
撮
り
続
け
た
著
者
に
よ
る
写
真
集
『
敦

賀
・
池
河
内
』（
吉
田
俊
雄
著 

冬
青
社
）
も
出
版
さ
れ
た
。 

『
若
狭
路
文
化
叢
書
』
第
７
集
と
し
て
『
滋
賀
縣
物
産
誌 

首
巻
・
敦
賀
郡
』（
若
狭

路
文
化
研
究
会
）
が
復
刻
さ
れ
た
。
越
前
市
南
中
山
地
区
自
治
振
興
会
は
、
地
区
の
地
場

産
業
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
『
聞
き
書
き
南
中
山
の
織
物
』
を
ま
と
め
た
。 

そ
の
ほ
か
、
福
井
市
教
育
委
員
会
は
『
旧
城
地
家
住
宅
移
築
復
原
工
事
報
告
書
』
を
発

刊
。
地
方
行
政
の
立
場
か
ら
４
０
年
に
わ
た
る
原
子
力
行
政
を
振
り
返
っ
た
『
君
は
原
子

力
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
か
』（
来
馬
克
美
著 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ピ
ー
ア
ー
ル
）
や
、『
福
井

の
山
と
川
と
海
と
原
発
』（
山
崎
隆
敏
著 

八
月
書
館
）
な
ど
も
出
版
さ
れ
た
。 

 七
、
芸
術
・
文
学 

小
浜
市
文
化
協
会
は
『
文
協
小
浜
』
創
立
５
０
周
年
を
記
念
し
た
特
集
号
を
発
刊
。
芸

術
関
係
で
は
、保
堂
会
教
育
福
祉
財
団
が
県
内
美
術
館
の
歴
史
や
収
蔵
品
を
紹
介
し
た『
中

学
生
の
た
め
の
福
井
県
内
美
術
館
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
。
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
『
奇
跡
の

「
地
方
前
衛
」  

福
井
近
代
美
術
１
９
２
０
～
１
９
４
５
』（
土
岡
秀
一
著 

福
井
新
聞
社
）、

『
漆
芸
家
真
保
由
斎
図
案
集
』（
越
前
漆
器
協
同
組
合
・
由
斎
会
）、
図
録
『
画
家
・
志
田

弥
広
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
』（
金
津
創
作
の
森
財
団
）
な
ど
が
発
刊
さ
れ
た
。 

文
学
で
は
、『
娘
十
八
で
心
し
ょ
ぎ
し
ょ
ぎ  

江
戸
時
代
「
福
井
の
雑
俳
」
句
解
の
試

み
』（
立
平
幸
太
郎
）。『
福
井
の
俳
匠
伝
と
誤
説
抄
』（
斎
藤
耕
子
著 

福
井
県
俳
句
史
研

究
会
）
な
ど
が
あ
る
。 

 八
、
歴
史
研
究
施
設
の
動
向 

各
施
設
の
特
別
展
な
ど
を
紹
介
す
る
。
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
は
、
企

画
展
「
一
乗
谷
の
医
師
」
と
関
連
講
演
会
を
開
催
。
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
は
「
福

井
城
と
城
下
町
の
す
が
た
」「
藤
島
神
社
の
宝
物
」
を
開
催
、
ま
た
『
佐
々
木
長
淳
家
・
土

肥
慶
蔵
家
寄
贈
資
料
目
録
』
を
作
成
し
た
。
大
野
市
の
「
越
前
大
野
城
築
城
４
３
０
年
祭
」

で
は
「
大
野
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
と
と
も
に
大
野
市
歴
史
博
物
館
で
特
別
展
「
越
前
大

野
城
」
が
開
催
さ
れ
た
。
み
く
に
龍
翔
館
は
坂
井
市
域
の
年
中
行
事
か
ら
「
神
楽
・
左
義

長
・
表
児
の
米
」、
越
前
市
武
生
公
会
堂
記
念
館
は
「
槌
の
響 

越
前
打
刃
物
展
」、
越
前

町
織
田
文
化
歴
史
館
は
、「
神
仏
習
合
の
源
流
を
さ
ぐ
る 

気
比
神
宮
と
剣
神
社
」、
県
立

若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
「
写
さ
れ
た
若
狭 

古
写
真
の
世
界
」、
敦
賀
市
立
博
物
館
は

「
近
世
敦
賀
の
幕
開
け 

吉
継
の
治
め
た
湊
町
」
を
開
催
し
た
。   

 

紙
面
の
都
合
上
割
愛
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。 


